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川崎市内で確認された特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」による 

被害拡大を防ぐため、成虫やフラスの発見情報を募集します 
 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 報告方法と特典 

（１）フォームで報告  

  クビアカツヤカミキリ発見報告専用フォームに、パソコンまたはスマートフォンから報告。 

  https://logoform.jp/f/uCGbM 

  特典として、報告者から抽選で 8月 6日発売『地球の歩き方 川崎市』（初回限定「ドラえもん」特別カバ

ー付き）（発行：株式会社 地球の歩き方）を 10名様に、オリジナルエコバック、ノート、タオルなどのグッズ

詰め合わせを 30名様に進呈（当選者は発送をもって発表） 

 

(2)アプリで投稿 

 スマートフォン用のいきものコレクションアプリ『Biome（バイオーム）』で、「川崎市内で見つ

けたクビアカツヤカミキリの成虫」を投稿すると、アプリ内で現在実施中の「アプリで生き物探

し！みんなでつくろう かわさき生き物マップ！」のミッションを達成した場合に応募できる、

プレゼントの当選確率が 2倍に上がる特典付与。     https://biome.co.jp/appredirect/ 

  

（３）メール・電話による報告 

フォーム、アプリの利用が難しい場合には、環境局総務部企画課で受け付けます。（特典はありません。） 

メール 30kikaku@city.kawasaki.jp   

電話 ０４４-２００-３７２０（平日 8：30～17:00） 

 

 

川崎市はこの度、市内における特定外来生物「クビアカツヤカミキリ」による被害拡大を防ぐため、

市民の皆様から、クビアカツヤカミキリの成虫やフラスの発見情報を募集します。 

本市では、令和８年６月に、市内で初めて菅生緑地（宮前区水沢）において、特定外来生物「クビアカ

ツヤカミキリ」を確認しました。 

クビアカツヤカミキリは人体に直接危害を加えることはありませんが、サクラやウメ、モモなどの

木を好み、幼虫が木の中身を食害することで、樹木を枯らしてしまう恐れがあります。また、繁殖力が

非常に高く、被害を防ぐためには、成虫や、幼虫が排出する木くず状の「フラス」を早期に発見し、速や

かに対応することが重要です。 

今回の募集では、成虫の活動が活発な 8 月末まで、専用フォームや、「いきものコレクションアプリ

『Biome（バイオーム）』」での報告を受け付けます。また、報告いただいた方には抽選で景品の進呈

や、アプリ特典の付与を行います。 



２ 実施期間  

令和 8年 8月 31日（月）まで 

実施期間終了後も随時報告を受け付けますが、景品やアプリ特典の対象外となります。 

 

３ 実施場所 

対象は、川崎市内に限ります。 

私有地や立ち入りが禁止されている区域には入らないでください。 

 

＜参考：探していただきたいもの、場所＞（写真提供：埼玉県環境科学国際センター） 

（１）クビアカツヤカミキリの成虫（体長は約２～4cm） 

     

 オスの成虫  メスの成虫 

 

（２）クビアカツヤカミキリの幼虫のフンと木くずがまざったもの（フラス） 

   
樹体から排出されるフラス  フラスの拡大写真 

 

（３）クビアカツヤカミキリが寄生する主な樹木 

   サクラ、ウメ、モモなどのバラ科樹木 

 

４ 報告後の対応 

フォーム、アプリ等での報告内容を確認後、必要に応じて市が現地を確認の上、駆除等の対応をいたしま

す。 

 

５ 川崎市内でのクビアカツヤカミキリの確認について 

川崎市では、特定外来生物に指定されているクビアカツヤカミキリの可能性が高い幼虫の市内での発見

について、6月 26日（金）に発表しました。なお、発見された幼虫については、その後の遺伝子解析の結



果、クビアカツヤカミキリであることが確認されました。 

また、宮前区の菅生緑地（宮前区水沢 1丁目 3）で新たに、クビアカツヤカミキリ（成虫）を確認し、本件を

もって市内で初めてクビアカツヤカミキリが確認された事例として、7月 1日（水）に発表しました。 

●6月 26日報道発表 （川崎市内で特定外来生物であるクビアカツヤカミキリの可能性が高い幼虫及び

フラスが初めて確認されました） 

https://www.city.kawasaki.jp/templates/prs/300/0000188375.html 

●7月 1日報道発表 （川崎市内で特定外来生物であるクビアカツヤカミキリを初めて確認しました） 

https://www.city.kawasaki.jp/templates/prs/300/0000188500.html 

 

参考：クビアカツヤカミキリについて 

・ クビアカツヤカミキリの成虫の特徴は、体長が２～４㎝で全体は青みを帯びた黒色、つやつやとした光

沢があり、前胸部の背中側が赤くなっています。６月～８月くらいに成虫として活動します。 

・ クビアカツヤカミキリは人体に直接危害を与えることはありませんが、サクラやウメ等の樹木に産卵し、

幼虫による樹木への食害があるため、樹木内部の被害が大きい場合には枯れてしまうことがあります。 

・ クビアカツヤカミキリの幼虫が木の中にいる場合、幼虫のフンと木くずが混ざった、かりんとうのよう

な形状のもの（フラス）が出てきます。木の根元にフラスがたまっていることもあります。フラスは春か

ら秋に出てきます。 

 

※注意事項・お願い 

・ クビアカツヤカミキリの成虫を発見した場合には、可能であればその場で踏みつぶす、殺虫剤を使うな

どして駆除に御協力ください。 

・ 本種は特定外来生物に指定されていますので、生きたまま移動させたり、飼育したりすることは法律

で禁止されています。違反した場合には罰則が設けられていますので御注意ください。 

 

参考：クビアカツヤカミキリについて（農林水産省） 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/keneki/k_kokunai/kubiaka/kubiaka.html 

 

参考：いきものコレクションアプリ「Biome」について 

スマートフォン用アプリ「Biome（バイオーム）」は、撮影した生き物の名前を最新の AI によって判定する

もので、投稿することによりアプリ上のポイントがもらえてレベルアップするゲーム的な要素や、「図鑑・

SNS・マップ・クエスト」などの機能もあり、生き物探しがより楽しくなるアプリです。 

本市では7月 1日（水）より 8月 31日（月）まで、このアプリを用いて、身近な生き物写真の投稿を募集

する、「アプリで生き物探し！みんなでつくろう かわさき生き物マップ！」を実施しています。 

●アプリについて 

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000187843.html 

 

 問合せ先  

川崎市環境局総務部企画課 内田  

電話 044-200-2385（内線 29301） 

 






